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Jazz Interview Vol.8

リオーネル ・ルエケ
アフリカの新星＆注目のギタリスト！

あのハービー ・ ハンコックもゾッコンのアフリカが生んだ若手

No.1 ギタリスト、 リオーネル ・ ルエケ。 待望の新作 『ヴァージ

ン ・ フォレスト』 がリリースされた直後の貴重なインタビュー！

取材後の“Herbie Hancock Reflections”ライヴも最高だった！
（2006年 12月 7日　東京 ・新宿文化センター楽屋にて）

　　　　　　　　　　　　　　　　　取材 & 文 ：加瀬正之＆ Kevin Davies

≪来日について≫

Q ： これまでテレンス ・ ブランチャードのバンドで 4 度、 「広島被爆

60 周年記念コンサート」 や 「東京 JAZZ 2005」 などでも来日され

ていますが、 日本の印象はどうですか

　日本は本当に大好きで、 住みたいくらいなんだ。 日本人もみんな

親切で、人間的に尊敬できるし、何より食べ物が美味いからね （笑）。

Q ： 今回のハービー ・ ハンコックのグループでの来日では、 ネイザ

ン ・ イースト （b）、 ヴィニー ・ カリウタ （ds） とも共演されますね

　演奏面だけでなく、 音楽のビジネス面も含めて、 生まれたての赤

ちゃんのように本当にいろいろなものを吸収しているし、 どんどん急

速に成長させてもらっている。 このメンバーを見てくれれば分かるよ

うに、 毎晩本当にエキサイティングで刺激的だし、 毎日勉強させて

もらっていて、 本当に楽しいよ。

≪新作 『ヴァージン ・ フォレスト』 について≫

Q ： ほとんどの曲がイントロとメインで構成されていて大変興味深い

ですが、 このアイデアはどのようにして生まれたのですか。

　基本的なコンセプトというのは、 自分の音楽的な経歴 ・ 履歴みた

いな作品で、 自分がこれまで音楽家としてやってきたことを作品に

してみたかったんだ。 イントロとメインに別れているけど、 最初の

「Prelude to~」 というイントロ部分は、 自分はアフリカ出身なので、

アフリカの持つ原始的 （primitive） なことをイメージして作って、 今

住んでいるニューヨークや以前住んでいたヨーロッパの持つ雰囲気

や空気とかも取り入れて、 曲やハーモニーを発展させていったんだ。

Q ：新作のメンバーはどのように決められたのですか

　ネームバリューじゃなくて、 基本的に自分の音楽的な繋がりの中

で選んだんだ。 ブラジルの女性シンガー、グレッチェン・パーラト（vo）
とは 5年くらいの付き合いがあって、 フェレンク ・ネメス （ds） とマッ

シモ・ビオルカティ （b） は自分のバンド “ジルフェマ ”のメンバーで、

彼らとは 7 年越しの付き合いだし、ハービー・ハンコックとは 4~5年、

シロ・バプティスタ （per） ともここ 3年くらい一緒にやっているでしょ。

みんな素晴らしいミュージシャンだし、 本当に一緒にやりたかったメ

ンバーなんだ。 特に、 ハービーとは今も彼のバンドでプレイしている

し、 ハービーが自分の曲をライヴで演奏してくれたりしてるから、 そ

ういう繋がりもあってお願いしたんだ。

Q ：個人的に 「Rossignol」 「Danse des Animaux」 が好きです

　「Rossignol」 はグレッチェン ・ パーラトの為に書いたんだ。 グレッ

チェンは凄く美しい声を持っていて、 「Rossignol」 は “ ナイチンゲー

ル ” という意味なんだけど、 “ ナイチンゲール ” と彼女を重ね合わ

せて書いたんだ。 「Danse des Animaux」 は、 英語で 「Animal 
Dance」 っていう意味なんだけど、 スタジオでシロ ・ バプティスタと

一緒に音を出して、 コミュニケートしながら作った曲なんだよ。

Q ： 「Benny’s Tune」 は日本でのデビュー ・アルバムとなった前作

『in a trance』 にも収録されていましたね。

　そこに気付くとは鋭いね （笑）。 “Benny” は、 自分の奥さんの名

前で、 彼女のために書いた曲なんだ。 実は今、 この曲はアメリカ

の 『リアルブック』 （400 曲以上のジャズやフュージョンの譜面が入っ

ているジャズ ・ ミュージシャンのバイブル的存在の分厚い譜面集）

から掲載の問い合わせがあって、 自分にとってもシーンにとっても

“ ニュー ・ スタンダード ” になろう曲なんだ。 他のミュージシャンにも

取り上げられたりして、4~5枚のアルバムに収録されていると思うよ。

今回再演したのは、 オリジナルの原盤元 「OBLIQ SOUND」 から

のオファーもあったんだけれど、 自分も好きな曲だし、 もう一回 『in 
a trance』 の頃に戻るつもりで、 再度トライしてみたかったんだ。

Q ：日本盤ボーナス ・ トラックの 「Le Chant du Corbeau」 もギター

とヴォーカルが印象深い神秘的な曲ですね

　“Corbeau” は鳥の種類 “ クルック ” の別名で、 この曲はクルック

の泣き声を模したトラックなんだ。

Q ： この作品であなたが語ろうとしていることを教えて下さい

　基本的に森が無くなっていくっていう危惧をいつも抱いていて、

『ヴァージン・フォレスト』 というテーマを自分自身に問うた時に、元々

人っていうのは森に住んでいたと思うんだ。 森っていうのがベースに

あって、 それからどんどん時代を経ていくに連れて、 人々が逆に森

に行って動物を殺したり、 木を伐採したり、 森を殺して減らしていっ

てしまう環境があると思うんだ。 それで、 今ライフ ・ スタイルってい

うのはどこに行こうとしているのか分からないから、とりあえず “Back 
to Forest （森に戻ろう） ” という形で森のことを考えて、みんなにもっ

とそういう状況を分かってもらいたかったんだ。

≪故郷アフリカ / ベナン共和国について≫

Q ：幼い頃に聴いていた音楽、 音楽との出会いについて

　アフリカのトラディショナル ・ ミュージックや、 フェラクティなどのア

フリカのモダン ・ ミュージック、 コンゴのモシュムとかばかり聴いてい

たよ。 音楽的なバックグランドでいえば、 9 歳の時に初めてパーカッ

ションだけのバンドというか、 バンドっていう意識はなくて、 子供たち

が集まって和気あいあいとパーカッションを叩いたり、 誰かが歌った

り踊ったりする “遊び場 ”のような所があって、自分もそこでパーカッ

ションを叩いていたんだ。 たまに通りに出て演奏したりすると老人が

お金をくれたりして、 とても楽しい思い出があるよ。

Q ： 17 歳でギターを始める前はパーカッションをプレイしていたそう

ですが、 ギターを手にした経緯は

　アフリカではギターが一番手っ取り早い楽器で安く手に入るんだ。

特に憧れたプロのミュージシャンっていうのはいなかったんだけど、

手に入れやすかったし、 兄がギターを弾いていた影響も大きいね。

Q：ギターを始めてから、 ジョー・パス、 ウエス・モンゴメリー、 ジョー

ジ ・ ベンソン等に影響を受けたそうですが、 一番影響を受けたジャ

ズのアルバムは何ですか

　たくさんあるけど、しいて挙げるなら、ウエス・モンゴメリーの 『ボス・

ギター』 っていうアルバムが一番好きで、一番最初に聴いたジャズ・

ギターのアルバムはジョージ・ベンソンの 『Weekend In LA （メロー

なロスの週末）』 だね。 ジョー ・ パスのソロ ・ ギター ・ シリーズのア

ルバムも好きだし、一通りいろんなギタリストの作品をチェックしたよ。

Q ： あなたは別格だと思いますが、 アフリカにはまだまだ才能があ
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ヴァージン ・ フォレスト

リオーネル ・ルエケ

ワードレコーズ : TKCW-32137
￥2,700 (tax in)
Now On Sale!

『イン ・ア ・トランス』 に続く、 待望の新作！

リオーネル ・ワールド全開！

るミュージシャンがたくさんいるのでは

　そうだね。 確かにアフリカにはいいミュージシャンはたくさんいる。

だけど、現実の問題としては、音楽の情報や音楽的要素がないから、

ジャズだけでなくアフリカの音楽以外は、 アフリカを離れなければ聴

いたり勉強したりすることができないんだ。 だから、 いつまでも同じ

ようなスタイルでギターを弾き続けたりするしかなくて、 いいミュージ

シャンはいっぱいいるんだけど、 チャンスがないから、 なかなかアフ

リカから出られないんだ。

Q ： 前作 『in a trance』 以前に、 故郷や他国でオリジナル ・ アル

バムはリリースされているのですか

　今まで 2 枚くらいアフリカでソロ ・ パフォーマンスのアルバムを出し

ているよ。 この後、 アフリカに 6 週間のツアーに行くんだけど、 その

時にレコーディングしてくれって声をかけられてもいるんだ。

Q ： カメルーン出身で共演歴もあるリチャード ・ボナについて

　リチャードはとても素晴らしいベース ・ プレイヤーで、 素晴らしいシ

ンガーでもあるし、 本当に才能がある奴だね。 ニューヨークではよく

一緒に演奏していて、とても仲の良い友達だし、凄くナイスな奴だよ。

≪ハービー ・ハンコックのこと～プロのミュージシャンとして≫

Q ：あなたにとってハービー ・ハンコックはどのような存在ですか

　勿論、 グレートなミュージシャンなんだけれども、 一歩先を読むと

いうか、 常にまわりを見る人だね。 いつも寛大で、 リラックスして自

分に接してくれるし、 常に正しい選択をする人で、 音楽的な面だけ

でなく、 一人の人間として本当に素晴らしい。

Q ：プロのミュージシャンとしての心構え

　昔は一番重要だったのは毎日の勉強だったんだけど、 今は人間

的に成長することが一番重要だと思っている。 音楽面でも人間面で

も、 自分自身を常に見つめるっていうこと、 例えば、 自分自身の中

がクリアでクリーンだったら、 音楽も同じようにクリアでクリーンなも

のになると思うんだ。 そういう意味でも、 自分の心の中を見つめるっ

ていうことが一番重要だと思っている。

Q ：ギターをプレイする上で、 いつも心がけていることは何ですか

　ステージに上がって演奏していると、 バンドのことやお客さんの反

応とかいろんなことを考えてしまうんだけど、 一番重要なことは、 邪

念を取り払うこと。 とにかく集中して、 常にオープン ・ マインドでプレ

イに没頭することだと思う。

Q ： そのようにステージの上で邪念を払って集中しようとしても、 日

常の様々な事柄に影響されることもあるんですか

　それはそうだね。 でも、 例えば、 忙しくて練習する時間がなかった

りしても、 ステージではいろいろなことを試せるし、 たとえ日常で忘

れることができないようなことがあっても、 演奏中はプレイに集中す

るようにしている。

Q ：ギター、 パーカッション以外の楽器の経験は

　ギターを手にする前に、 エレクトリック ・ ベースを弾いていて、 数
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【P10のジャズ新譜紹介コーナーもご覧下さい】Photo by Kevin Davies

【リオーネル ・ルエケ ・ウェブ ・サイト （Lionel Loueke Web Site）】
http://www.lionelloueke.com/

年間トリオでプレイしていたこともあったんだ。

≪新しい年、 2007年に向けて≫

Q ： 2007 年もハービー ・ ハンコック ・ グループでの活動、 ジルフェ

マの活動、 そして、 ソロ活動を並行してやっていく予定ですか

　そうだね。来年はハービーのバンドで 6週間オーストラリアやニュー

ジーランドを回ってから、 自分のバンドで活動する予定で、 本当に

忙しくて休みがないんだよ （笑）。

≪将来の夢≫

Q ： 両親とも教授 ・ 教師と聞きしましたが、 あなたも将来的に音楽

を教える側にまわる興味もあるのですか

　教えることは大好きで、 今も生徒を持っているんだけど、 ツアーに

出てしまうことが多いし、 忙しくてレッスンも思うようにできないんだ。

2 年位前からマンハッタン ・ スクール ・ オブ ・ ミュージックで教えて

いたんだけど、 自分が居ないからテストもろくにできないし、 成績も

つけられないから、 今ではほとんどの生徒がいなくなっちゃったんだ

… （笑）。 本当はもっと教えたいんだけどね。

Q ：近い将来実現してみたい大きな夢はありますか

　昔はハービーやスティング、 チャーリー ・ へイデンなんかと同じス

テージに立ちたいっていう夢があったんだけど、 もう実現してしまっ

たから、 これからは将来に渡って、 体力的にも精神的にも常に最高

のコンディションを保って、 最高のステージを続けていくっていうこと。

それが今の夢だね。

≪日本のファンへ≫

Q ：最後に、 ファンの皆さんにひとことお願いします

　アメリカや海外のミュージシャンたちが日本に来るっていう理由は、

自分たちの音楽をよく聴いてくれるし、 ステージに集中して聴いてく

れるからで、 それはとても素晴らしいことだと思っている。 本当に人

として尊敬できるし、 大好きな日本のファンやたくさんの人たちに自

分の音楽を聴いてもらえたら嬉しいね。
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